
一

空
海
の
和
歌

「
日
本
偉
人
百
首
通
解
」（
大
正
二
年
刊
）
は
大
阪
毎
日
新
聞
の
「
偉
人
歌
留
多
」
と
し
て
撰
せ
ら
れ
た
る
百
首
を
收
録

す
。
（
素
戔
嗚
尊
よ
り
乃
木
大
將
ま
で
。）
弘
法
大
師
よ
り
は
、
「
忘
れ
て
も
汲
み
や
し
つ
ら
ん
旅
人
の
高
野
の
お
く
の
玉

す
さ
の
を
の
み
こ
と

川
の
水
」
採
用
せ
ら
る
。
弘
法
大
師
、
高
野
山
を
開
基
す
る
に
際
し
其
處
に
玉
川
の
清
き
流
れ
を
見
出
し
た
る
べ
し
。

（
註
）
本
居
宣
長
は
「
玉
勝
間
」
卷
十
一
に
於
い
て
こ
の
歌
を
「
後
の
人
の
僞
り
て
つ
く
れ
る
も
の
也
。
空
海
の
こ
ろ

の
歌
の
さ
ま
に
あ
ら
ず
、
そ
の
う
へ
二
の
句
、
後
の
人
を
い
ま
し
め
た
る
意
な
れ
ば
、
く
み
や
せ
む
と
い
ふ
べ
き
に
、
さ

は
い
ひ
が
た
き
故
に
、
し
つ
ら
む
と
い
へ
る
な
ど
、
此
詞
か
な
は
ず
」
と
す
。

二

空
海
の
漢
詩

明
治
書
院
「
新
釋
漢
文
大
系

日
本
漢
詩

上
」に
は
釋
空
海
の
漢
詩
と
し
て
一
作
品
の
み
掲
載
せ
ら
る
。
曰
く
、「
後

夜
佛
法
僧
鳥
を
聞
く
閑
林
獨
坐
す
草
堂
の
暁

三
寶
の
聲
一
鳥
に
聞
く
一
鳥
聲
有
り
人
心
有
り
聲
心
雲
水
倶
に

了
了
」
と
。
佛
法
僧
と
鳴
く
は
「
こ
の
は
づ
く
」
な
る
鳥
。
三
寶
と
は
佛
寶
・
法
寶
・
僧
寶
を
指
し
、
了
了
は
明
ら
か
な

る
さ
ま
。

三

い
ろ
は
歌

池
口
惠
觀
著
「
空
海

折
れ
ぬ
心
を
つ
く
る
言
葉
」
に
よ
ら
ば
、
お
大
師
樣
の
作
と
も
言
は
る
る
「
い
ろ
は
歌
」
は
以

下
の
如
く
に
解
釋
せ
ら
る
る
由
。

い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
を
「
諸
行
無
常
」

わ
か
よ
た
れ
そ
つ
ね
な
ら
む
「
是
生
滅
法
」

う
ゐ
の
お
く
や
ま
け
ふ
こ
え
て
「
生
滅
滅
已
」

あ
さ
き
ゆ
め
み
し
ゑ
ひ
も
せ
す
「
寂
滅
為
樂
」

四

映
畫
「
空
海
」

東
映
映
畫
「
空
海
」
（
一
九
八
四
年
公
開
）
は
、
空
海
の
生
涯
を
俯
瞰
す
る
に
最
適
の
作
品
と
覺
ゆ
。
特
撮
、
壯
大
な

る
ス
ケ
ー
ル
の
中
國
ロ
ケ
を
含
め
忠
實
か
つ
眞
摯
に
入
定
迄
を
丁
寧
に
畫
く
。
空
海
役
の
北
大
路
欣
也
、
最
澄
役
の
加

に
ふ
ぢ
や
う

藤
剛
、
共
に
適
役
な
り
。

五

司
馬
遼
太
郎
著
「
空
海
の
風
景
」

世
の
多
く
の
人
々
に
空
海
を
再
認
識
さ
せ
た
る
功
績
甚
だ
大
な
り
。
小
説
と
い
ふ
よ
り
は
啓
蒙
的
評
論
に
近
し
。

六

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
日
本
の
思
想
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
三
教
指
歸
、
祕
蔵
寶
鑰
、
般
若
心
經
祕
鍵
、
弁
顕
密
二
教
論
、
性
霊
集

な
ど
數
冊
あ
る
は
便
利
。

一

空
海
を
め
ぐ
り
て

土
屋

博

つ
ち
や

ひ
ろ
し



七

「
日
本
思
想
體
系

空
海
」

岩
波
書
店
刊
、
「
祕
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
」
の
原
文
を
收
録
す
。

八

「
日
本
の
名
著

最
澄
・
空
海
」

中
央
公
論
社
刊
、
「
三
教
指
歸
」
及
び
「
文
鏡
祕
府
論
序
」
の
現
代
語
譯
を
收
録
す
。

九

「
こ
こ
ろ
の
時
代

日
本
佛
教
の
あ
ゆ
み
」

東
洋
大
學
學
長
竹
村
牧
男
氏
を
講
師
と
す
る
全
六
囘
に
亘
る
テ
レ
ビ
番
組
用
テ
キ
ス
ト
な
り
。
（
放
送
は
二
〇
一
五

年
）
第
三
囘
「
密
教
の
曼
荼
羅
世
界
」
に
於
て
空
海
の
思
想
を
分
か
り
易
く
説
き
明
か
す
。

（
令
和
二
年
二
月
七
日
受
附
）二


